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本研究はJST CREST「太陽光発電の予測不確実性を許容する超大規模電力最適配分
制御」の中において実施されています。 



  ○ 太陽光発電の問題点の一つ 
    お天気まかせ、時間・空間的な変動が大きい 
    （安定した電力の供給が求められる） 

需給バランスと気象予報 

出典： 産総研・太陽光発電研究センターＨＰより 

現状： 
・ＦＩＴの導入後、ＰＶの大量導入が加速 
 
・電力システムではＰＶの系統連系△ 
 
 
太陽光発電システムを広く普及、系統連
系するには気象予測技術も一つの手段 

✔ 需要予測に加えて、太陽光による発電予測が必要 

✔ 火力発電機の運用計画は前日の夕方までに実施（翌日の予測が必要） 
✔ 計画的、効率的な運用→コスト最小化（経済性） ✔ 出力抑制にも利用 

ただし、予測は完全ではなく、現状では大外れすることもある。 



導入稼働済みPV容量（日本全体） 

導入稼働済みPV容量（県別） 

茨城県 

千葉県 

福岡県 

愛知県 

兵庫県 

栃木県 

導入量については「日本の自然エネルギー・データ集」も参考に 
http://www.isep.or.jp/library/9570 

太陽光発電の導入量 

青森県沿岸、宮城・福島県に多い 



http://www.solar.fukushima.jp/fks/src/fukushima_map01.html 

太陽光・風力発電 導入済み設備容量（2105年10月現在） 



http://www.solar.fukushima.jp/fks/src/fukushima_map01.html 

太陽光・風力発電 認定済み設備容量 （将来） 



 

 発電量の急変動（ramp変動）  他の電源（火力、揚水発電など）の調整 

 

 日射・風力発電予測の大外れ 停電、電力余剰の恐れ 

 

 発電量の把握  

 一部の変電所や大規模メガソーラ、風力発電設備などしか発電情報がわ
かっていない（発電モニター設備が十分に設置されていない） 

 発電量の情報が発電事業者の収益情報になるため、公開されにくい。 

 

 積雪問題 

 降雪があることで日射が遮られる（発電低下）。逆に、融雪するとあるエリア
で一斉に発電が発電量上昇。 

 雪の重みで損壊 

 

 火山灰発電システムへの降灰。発電低下。メンテナンスの必要性（洗浄）。 

事前の保守計画などへ対応。 

太陽光・風力発電と気象が取り巻く課題 



衛星データ（ひまわり8号・9号）の利用 

用途１：太陽光の発電量ポテンシャル 

用途２：雲・日射の短時間予測（雲ベクトル） 
数時間先までの雲・日射量の変動を予測 

用途３：発電システムの故障診断 

用途４：配電設備の事故復旧 

 

数値予報データの利用（前日、当日予測、気候） 

用途１：電力需要の予測 

用途２：火力発電機の起動停止計画（前日夕方までに計画を確定） 

用途３：揚水発電、蓄電池の制御 

用途４：送電線の熱負荷の制御 

用途５：積雪・融雪と発電予測 

 

気候予測データ 

用途：電力需要の長期見通し、燃料調達   

気象庁データの利用想定 



荻本 (2014, 電気学会論文誌B） 

電力需要から太陽光発電（PV）と
風力発電(WIND)を差し引いた残
余需要をその他の電源（火力、水
力、揚水発電など）でカバーしなけ
ればならない。 

 

そのためには、PVとWINDの予測
が必要。 

太陽光・風力・電力需要 

太陽光 

風力 
電力需要 

電力が余る 再エネで賄う 



（加藤、２０１７、第33回エネルギーシステム 経済・環境コンファレンス講演論文集） 

 燃料電池の運用に
太陽光発電予測
（日射量予測） の
利用 

気象庁データの燃料電池分野への応用 



送電線の運用に数値予
報のアンサンブル情報を
利用。（24時間先までの
予測を活用） 
 

・再エネの電力送電線
の加熱率（heating rate） 
に影響を与える。通常は
電力は安定供給だが、
再エネが入ると変動有り 

 

・送電線の研究では24

時間先まで送電事業者
に情報を送付 

 

・1日先までを対象 

 

・アンサンブル平均を活
用、個別のメンバーもい
ろいろなシナリオを考え
るために利用。アンサン

ブルメンバーは37個。 

Courtesy of Margaret A. M. Campbell 

気象データの送電線運用への応用 

AMS2017年次大会でのポスター資料 

送電線 

海外の事例 



Courtesy of Jeffrey K. Lazo (NCAR) 

約9000万円 

約4000万円 

1350億円 

発電予測のコスト試算へのインパクト 

将来推計：2024年における1.8GWの太陽光発電
設備導入を想定（米・コロラド州） 

AMS2017年次大会での講演資料 

海外の事例 



気象庁：降灰予報の発表状況 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/kouhai/jishin/ashfall.html 

降灰予報の発表状況（気象庁） 

気象庁では降灰予報も実施 

 

太陽電池の保守や運用・管
理の分野にも、このような予
測情報の活用も期待。 



まとめ 

 再生可能エネルギー分野では自然エネルギーなだけに気象データの活
用は必須 

 

 しかし、エネルギー分野（電力需給、需要家、送電分野など分野は広い）
と気象分野との交流がまだ乏しいのが現状 

 

 問題点の整理  どのような地球科学データ（観測・予測）があって、ど
こに応用できるかニーズの抽出 

 

 人・意見・データの交流  課題解決に向けて（予測誤差はユーザの利
用用途によっては、予測が使えるものとそうでないものがあるため、提
供側は気にする必要はない。より精度の良い予測データを） 

本研究はJST CREST「太陽光発電の予測不確実性を許容する超大規模電力最適配分
制御」の中において実施されています。 


